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市
内
の
投
票
所
で
投
票
す
る
に
は

佐
久
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
年
齢
要
件

昭
和62
年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

■
住
所
要
件

平
成18
年12
月29
日
ま
で
に
転
入

の
届
け
が
済
ん
で
い
る
方
、
あ
る
い

は
、
そ
れ
以
前
か
ら
住
民
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
。

３
月13
日
以
降
に
市
内
で
転
居
の

届
け
を
し
た
方
は
、お
手
数
で
も
転
居

前
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転
入

平
成18
年12
月30
日
以
降
に
転
入

の
届
け
を
し
た
方
で
前
住
所
地
に
選

挙
権
が
あ
る
方
は
、
県
内
の
最
寄
り

の
市
役
所・町
村
役
場
の
市
民
課（
ま

た
は
住
民
課
等
）で
「
引
き
続
き
県

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
、
前
住
所
地
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

■
他
の
都
道
府
県
か
ら
転
入

平
成18
年12
月30
日
以
降
に
転
入

の
届
け
を
し
た
方
は
、
今
回
の
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。 市

内
で
転
居
し
た
方

佐
久
市
へ
転
入
し
た
方

佐
久
市
か
ら
転
出
し
た
方

市
内
の
投
票
所
で

投
票
で
き
る
方

投
票
所
は
、
６
ペ
ー
ジ
の
「
投
票

所
一
覧
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
郵
送
す
る
「
投
票
所

入
場
券
」
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

投
票
所

４
月
８
日
!
の
投
票
時
間
は
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
馬
坂
・
広
川
原
地
区
は
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す

の
で
、
投
票
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し

ょ
う
。

投
票
時
間

投
票
記
載
所
に
掲
載
さ
れ
た
候
補

者
の
氏
名
を
確
認
の
う
え
、
投
票
用

紙
に
候
補
者
氏
名
を
書
い
て
投
票
し

ま
す
。

投
票
の
方
法

選
挙
公
報
を
配
布
し
ま
す

候
補
者
の
政
見
・
経
歴
な
ど
を
記

載
し
た
選
挙
公
報
を
、
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
、
４
月
６
日
ま
で
に
配
布
し

ま
す
。

4月8日!投票日
長野県議会議員一般選挙
「行こう! 投票!! 創ろう! 未来!!」

3 30 !

4 8 "

■
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出

平
成18
年12
月30
日
以
降
に
転
出

し
た
方
で
、
そ
こ
に
引
き
続
き
住
所

を
有
し
、
新
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
県
内

の
最
寄
り
の
市
役
所
・
町
村
役
場
の

市
民
課（
ま
た
は
住
民
課
等
）で
「
引

き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、市
内

４
か
所
の
期
日
前
投
票
所
ま
た
は
投

票
日
当
日
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
県
外
へ
転
出

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投

票
は
で
き
ま
せ
ん
。

投票区 地　区 投票所名
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投票所が変更となる地区

投
票
箱 
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持
ち
の
う
え
、
佐
久
市
選
挙
管
理
委

員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
証
明
書

は
、
有
効
期
限
ま
で
使
え
ま
す
。

ま
た
、
お
持
ち
の
証
明
書
の
有
効

期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

代
理
記
載
に
よ
る
投
票

郵
便
等
投
票
制
度
の
対
象
に
な
る

方
で
、
次
の
表
に
該
当
す
る
と
き
は
、

投
票
用
紙
の
請
求
や
投
票
の
際
に
代

理
記
載
を
さ
せ

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
場
合
の

手
続
き
に
つ
い

て
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

私
は
字
が
書
け
な
い
か
ら
投
票
し

な
い
、
な
ど
と
考
え
て
棄
権
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で

字
の
書
け
な
い
方
の
た
め
に
、
代
理

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

代
筆
す
る
者
も
こ
れ
に
立
ち
会
う

者
も
投
票
の
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

代
理
投
票
制
度

3 31 ! 4 7 !
（投票期間は、告示日の翌日から投票日の前日まで）

30
! 501
!

!

!

日前投票
選挙の当日
■仕事や冠婚葬祭などの予定があるとき
■用事や旅行などで外出し、投票区内にいないとき
■病気・けが・出産の前後などで、歩くことが困難なとき

病　院 老人ホーム 介護老人保健施設

保護施設

市内の指定病院・老人ホーム等

身体障害者手帳
※重度の障害とは た

病
院
等
に
入
院
・
入
所
し
て
い
て

歩
行
が
困
難
な
方
は
、
そ
の
施
設
内

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、
早
め
に
施
設
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
等
に
よ
る
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
で

佐
久
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
旧
市
町

村
交
付
分
含
む
）
が
交
付
し
た
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち
の
方

は
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
投
票
用
紙

の
交
付
申
請
は
４
月
４
日
ま
で
で
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
左
記
の
手
帳
等
を
お

《
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
》

3
月31
日
!
〜4月7

日
!

（
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
）

▼
滞
在
地
等
に
お
け
る
投
票

佐
久
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
て
、
長
期
出
張
や
就
学
な
ど

の
た
め
、
投
票
日
当
日
佐
久
市
以
外

の
市
区
町
村
に
滞
在
す
る
場
合
に
は
、

そ
こ
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
あ
ら

か
じ
め
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
指
定
病
院
等
に
お
け
る
投
票

病
気
な
ど
の
た
め
に
県
が
指
定
し

不
在
者
投
票

戦傷病者手帳

介護保険被保険者証

身体障害者
手帳

戦傷病者
手帳



杉の木・石神・権現堂・
前林・三石・三家全区

投票所名
第1投票所
岩村田保育園
第2投票所
浅間会館
第3投票所
西本町公会場
第4投票所
佐久市福祉総合センター
第5投票所
長土呂公会場
第6投票所
上平尾研修センター
第7投票所
下平尾公民館
第8投票所
中佐都会館
第9投票所
常田公民館
第10投票所
下塚原公会場
第11投票所
根々井公会場
第12投票所
横和公会場
第13投票所
鳴瀬老人憩いの家
第14投票所
大和田集会場
第15投票所
小田井下宿公民館
第16投票所
西屋敷集会場
第17投票所
野沢会館
第18投票所
原公会場
第19投票所
鍛冶屋公会場
第20投票所
跡部老人憩いの家
第21投票所
三塚公会場
第22投票所
中桜井公会場
第23投票所
農村環境改善センター
第24投票所
平井公民館
第25投票所
沓沢公民館
第26投票所
竹田公会場
第27投票所
前山地区会館
第28投票所
大沢地区社会体育館
第29投票所
大沢新田公会場

稲荷町・花園町・上の城・
岩村田相生町・一本柳
岩村田本町・荒宿・
大和町

住吉町・西本町

猿久保・猿久保東

長土呂

横根・上平尾

下平尾

赤岩・平塚・
根々井塚原・上塚原

常田

下塚原

根々井・大塚

今井・三河田・横和

落合・北岩尾・南岩尾

大和田・白山

小田井下宿・荒田

西屋敷

田町・野沢本町・中小屋・
十二町・取出町・本新町

原

鍛冶屋・高柳

跡部

三塚・泉野

桜井全区

今岡・下県東・下県西

相浜・平井

沓沢・東立科

糠尾・日向・竹田・
下平・熊久保
小宮山・前山北中・
前山南・泉・弥生ヶ丘
地家・大沢下町・大沢中町・
大沢上町・大地堂

美笹・大沢新田

投票区域

第30投票所
中込第2保育園
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丸山・宮代・川原宿・
田口中町・下町

岩水

投票所名
第31投票所
中込橋場公会堂

第32投票所
佐久市役所

第33投票所
佐久市役所中込出張所

第34投票所
常和公民館
第35投票所
瀬戸公民館
第36投票所
内山保育園
第37投票所
相立公民館
第38投票所
大月集会所
第39投票所
東地公民館
第40投票所
西地公民館
第41投票所
安原公民館
第42投票所
伊勢林公民館
第43投票所
新子田世代交流館
第44投票所
志賀下宿公会場
第45投票所
駒込公民館
第46投票所
下荒公民館
第47投票所
住吉集会場
第48投票所
臼田館
第49投票所
下小田切公会場
第50投票所
湯原公会場
第51投票所
上小田切西区公会場
第52投票所
切原会館
第53投票所
岩水公会場
第54投票所
入沢集会所
第55投票所
青沼会館
第56投票所
下越区公会堂
第57投票所
大奈良公会場
第58投票所
中町公会場

佐太夫町・橋場全区・
中込新町
中央区南町・
中央区北町第1・
中央区北町第2
北耕地・平賀新町・
太田部・荒家・北口・
平賀下宿・平賀中宿・
平賀上宿
常和南・常和北

西耕地・瀬戸中・
瀬戸東・瀬戸南
松井・町下・町中・
町上・肬水・中村

相立・苦水

大月・黒田

東地

西地

安原

伊勢林・紅雲台・駒場

新子田

五十貫・志賀下宿・
志賀中宿・志賀上宿

駒込

諏訪・中荒・下荒・
美里・岳見
臼田中町・住吉・伊勢・
上荒・旭ヶ丘・平
臼田勝間・城山・城下・
宮本・稲荷・中央
滝・横山・下小田切・
泉ヶ丘

湯原・湯原新田

上小田切西・上小田切

中小田切・北川

入沢

三条・十日町

下越竜岡・三分

清川・大奈良・原・
上中込

投票区域

第59投票所
馬坂特農館 馬坂・広川原 小平・三井

投票所名

第61投票所
旧ちくま保育園
第62投票所
駒寄公会場
第63投票所
上原公会場
第64投票所
中原構造改善センター
第65投票所
佐久市浅科支所
第66投票所
浅科福祉センター
第67投票所
八幡下農業生活改善施設
第68投票所
御牧原多目的集会所
第69投票所
矢島老人憩いの家

第70投票所
駒の里ふれあいセンター

第71投票所
印内地区農業生活改善施設
第72投票所
茂田井区民会館
第73投票所
観音寺区農業生活改善施設
第74投票所
百沢地区農業生活改善施設
第75投票所
布施地域コミュニティセンター
第76投票所
抜井地区農業生活改善施設
第77投票所
布施南部地区農業生活改善施設
第78投票所
長者原地区農業生活改善施設

第79投票所
御鹿の郷地域ふれあいセンター

第80投票所
新田地区農業生活改善施設
第81投票所
新町公民館
第82投票所
入新町公会場
第83投票所
望月中学校体育館
第84投票所
高呂区農業生活改善センター
第85投票所
大谷地生活共同館
第86投票所
協西公民館
第87投票所
小平公民館

御馬寄

駒寄

上原

中原

下原

八幡
（上町・中町・大平）
八幡（本町・宮本・
桑山・入の沢）

御牧原

矢島

長坂・城下・東町・
八千代町・神田町・
末広町・金井町・栄町・
昭明町・本町・上本町・
西町・県町・古宮・
御桐谷町・吹上町

印内・印内原

茂田井・
立科町大字茂田井（※）
観音寺・立科町大字
茂田井観音寺（※）

御牧原・百沢・牧布施

入布施・式部

抜井・中居・中石堂

雁村・大木

藤巻・一の原・長者原・
東長者原・西長者原
下之宮・善郷寺・高橋・
北春・上新・金井・
堀端・大西・向反

竹之城・新田・湯沢

新町・宮之入・三明・
茂沢・入片倉

入新町・岩下

片倉・比田井・天神

協東・高呂

大谷地

協西

投票区域
第60投票所
浅科会館 塩名田

長野県議会議員一般選挙投票所一覧

■お問い合わせ　佐久市選挙管理委員会　!62-2111（内線551）（※）……佐久市地籍分
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商・工業 18  
! 10 12  

   

売上げの状況

収益の状況

今後の見通し

市では、市内に事業所を有する商工業者の皆さんのご協力により、
4半期ごとに景況調査を実施し、その集計結果をお知らせしていま
す。
国内の景気は、1月の月例経済報告によると「景気は、消費に弱

さがみられるものの、回復している」とし、昨年11月以降据え置い
た発表をしていて、消費の弱さがあるものの持続的な景気回復の認
識を示しています。
今回の景況調査による市内商工業の状況は、商業では、前期（7

月～9月）、前年同期（平成17年10月～12月）との売上げの比較
では「増加した」が約5割を占めていますが、前年同期との経常利益
の比較では「横ばい」が依然として約5割を占めていて、売上げの増
加が利益に結びついていないことがうかがえます。
工業では、前年同期と比べた収益面では、平成16年第1四半期

の調査以来3年ぶりに「増加した」が「減少した」を上回りました。
また前年同期と比べた生産額でも、「増加した」が「減少した」を

上回り、前年に比べた生産面では4期連続して改善の傾向がうかが
えました。

生産額の状況
11

収益の状況

今後の見通し

工業 

商業 

収益（経常利益）の動向（前年同期比） 
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40
30
20
10

0
10
20
30

60
70
80

40
50

23

折線グラフは「増加した」とする回答割合から 
「減少した」とする回答割合を引いたもの 

▲ 

増 

加 

減 

少 

▼ 

▲ 

増 

加 

減 

少 

▼ 

収益（経常利益）の動向（前年同期比） 
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40
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10

0
10
20
30

60
70

! 
111516
" # # $ 

11

$ 
8 17 26

! " 
平成17 平成18

18

! 
35

7 17 16
28 2821

" # # $ $ ! " 
平成17 平成18

32 35 3543 32 323431

3536 3829 2529
42 35

商　業

工　業
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の

春
は
、新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
季
節
で
す
。退
職・就
職・進
学
な
ど
す
る
皆
さ
ん
は
、

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。「
国
民
皆
保
険
」制
度
に
よ
り
、

退
職
な
ど
の
理
由
で
、ほ
か
の
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
人
は
、必
ず
国
保
に
加
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
し
た
ら
…

会
社
を
退
職
し
、
職
場
の
健

康
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
場

合
は
、
保
険
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？

!
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
日

（
ほ
と
ん
ど
は
退
職
日
の
翌
日
）か
ら

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

!

■
国
保
の
加
入
手
続
き
を

●
健
康
保
険
離
脱
証
明
書
ま
た

は
離
職
票

●
年
金
証
書
（
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
の
み
）

●
年
金
手
帳
（60
歳
未
満
の
方
）

●
印
鑑

"

※
届
出
が
遅
れ
る
と
、
医
療
費
が
全

額
自
己
負
担
に
な
っ
た
り
、
保
険

料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
の
必
要
が
な
い
人

●
退
職
後
す
ぐ
に
再
就
職
し
勤
務
先

の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
人

●
退
職
し
た
会
社
の
健
康
保
険
を
任

意
継
続
し
た
人
〔
被
保
険
者
期
間

が
退
職
し
た
日
ま
で
継
続
し
て
２

か
月（
共
済
組
合
は
１
年
超
）あ
れ

ば
任
意
継
続
を
選
択
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
職
場
の
担
当
者
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
〕

●
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
に
な
る
人

必要なもの

就
職
し
た
ら
…

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が

就
職
し
て
、
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
、
国
保
の

脱
退
の
手
続
き
は
、
自
動
的
に
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

!
脱
退
の
手
続
き
は
自
動
的
に
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
。

!

■
国
保
の
脱
退
手
続
き
を

●
職
場
の
健
康
保
険
証
（
コ
ピ

ー
可
）

●
国
保
の
保
険
証

●
高
齢
受
給
者
証
（
該
当
者
の

み
）

●
学
生
用
の
保
険
証
（
交
付
さ

れ
て
い
た
人
の
み
）

※
国
保
の
保
険
証
は
職
場
の
健
康
保

"

険
に
加
入
し
た
日
か
ら
使
え
ま
せ

ん
。
新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ

る
ま
で
の
診
療
に
つ
い
て
は
勤
務

先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

必要なもの

進
学
し
た
ら
…

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、

親
元
を
離
れ
て
大
学
や
専
門

学
校
な
ど
に
進
学
す
る
場
合
、
保
険

証
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

!
申
請
に
よ
り
、
学
生
用
の
保
険

証
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

!

■
学
生
用
保
険
証
の
申
請
を

●
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

（
学
生
証
は
コ
ピ
ー
可
）

●
国
保
の
保
険
証

●
印
鑑

※
右
記
の
場
合
の
ほ
か
、
転
入
・
転

出
・
転
居
・
出
生
・
死
亡
な
ど
に
伴

い
、
国
保
の
保
険
証
の
訂
正
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
証
が
変

わ
っ
た
ら
、
か
か
っ
て
い
る
医
療
機

関
に
も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

"必要なもの事
実
発
生
日
か
ら
14
日
以

内
に
国
保
年
金
課
国
保
係

ま
た
は
各
支
所
住
民
課
へ

■
申
告
期
間
は3
月15
日
ま
で

今
年
も
、
市
・
県
民
税
、
所
得
税

の
申
告
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

平
成19
年
度
の
国
保
の
保
険
税
額
は
、

皆
さ
ん
が
申
告
を
し
た
平
成18
年
中

の
所
得
を
基
に
計
算
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
申
告
を
し
な
い
と
保
険
税
の

正
し
い
計
算
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
告
の
受
け
付
け
は
、3
月15
日

!
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
告
を
し
て
い

な
い
人
は
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告
の
会
場
・
日

程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
佐
久
１

月15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
収!

入!

が!

な!

く!

て!

も!

申!

告!

を!

平
成18
年
中
の
世
帯
全
体
の
収
入

が
一
定
の
基
準
よ
り
少
な
い
場
合
に

は
、
保
険
税
が
減!

額!

さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な

い
と
、
こ
の
制
度
の
適
用
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

平
成18
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た

人
も
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
国
保
係

!62
―2111

（
内
線254
・256
）

ま
た
は
各
支
所
住
民
課
市
民
係
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不必要なリフォーム工事を高齢者に無理やり契約させる悪質商法が
社会問題になっています

①警戒心を持つこと

②相手を家に上げないこと

③その場で決めないこと
クーリング･オフ（契約の

無条件解約）できる期間は書面を受領した日から8日間です。
■お問い合わせ!上田消費生活センター "0268－27－8517

!生活環境課 "62－2111（内線263）
!各支所住民課生活環境係

軽自動車等の異動手続きをお忘れなく
19 19

■軽自動車等の譲渡・譲受または廃車　■ナンバープレートの紛失・破損
■所有者または使用者の変更　など

■お問い合わせ !税務課市民税係"62－2111（内線389）
!各支所総務課税務係
!長野県自家用自動車協会　佐久支部 "67－4677／川西支部 "53－2531
!北陸信越運輸局　長野運輸支局 "050－5540－2042（テレフォンサービス）

車　　　種 手続きの場所 手続きに必要なもの

125cc
!

!

!

125cc
250cc

!

! ! !

!

250cc
!

! ! !



－8－

■
展
覧
会
会
期

3
月11
日
!
ま
で

■
会
　
場

野
沢
会
館1
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
時
　
間

午
前8
時30
分
〜
午
後5
時

■
観
覧
料
無
料

主
管
佐
久
平
の
美
術
展
実
行
委
員
会

■
日
本
画
部
門

◆
市
長
賞

白
石
茂
子

（
小
諸
市)

「
晩
夏
」

◆
教
育
長
賞

吉
澤
千
惠
子

（
佐
久
市
）

「
鬼
燈
」

◆
奨
励
賞

荻
原
康
弘

（
佐
久
市
）

「
佃
の
泊
」

地
域
の
美
術
公
募
展
と
し
て21
回

目
を
迎
え
た「
佐
久
平
の
美
術
展
」は

１
月29
日
!
、野
沢
会
館
で
土
屋

一
、
中
島
千
波
、
奥
谷
博
、
山
本
貞
、

加
藤
豊
の
各
氏
に
よ
り
審
査
が
行
な

わ
れ
、
応
募
作
品
１
３
６
点
（
日
本

画32
点
、
洋
画
１
０
１
点
、
彫
刻
３

点
）
か
ら
、17
点
の
受
賞
作
品
を
含

む
、117
点
の
入
選
作
品
が
決
定

し
ま
し
た
。

応
募
者
数
は
過
去
最
高
と
な
り
、

ま
た
「
上
位
の
作
品
に
現
れ
てい
る

よ
い
結
果
」(

山
本
先
生
談)

は
、
多

く
の
応
募
者
と
観
覧
者
に
支
え
ら
れ

20
年
以
上
継
続
し
て
き
た
成
果
で
す
。

洋
画
部
門
の
奥
谷
先
生
に
は
選
外
に

な
っ
た
作
品
の
中
に
も
「
描
き
た
い

気
持
ち
が
あ
っ
て
熱
っ
ぽ
い
色
を
感

じ
る
」と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
画
部
門
で
は
「
高
い
技
術
の
作

家
」(

中
島
先
生
談)

や
、「
新
傾
向
の

作
品
」(

土
屋
先
生
談)

も
入
選
し
ま

し
た
。
ま
た
、
彫
刻
部
門
に
は
「
立

体
造
形
は
柔
軟
な
発
想
で
構
成
を
」

と
加
藤
先
生
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

入
選
作
品
は
、
審
査
員
な
ど
の
賛

助
作
品
と
と
も
に
野
沢
会
館
で
展
示

中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

白
鳥
純
司

（
小
諸
市
）

「
原
罪
」

星
野
節
子

（
小
諸
市
）

「
野
良
じ
ま
い
」

土
屋
き
み
子

（
上
田
市
）

「
鉄
線
」

■
洋
画
部
門

◆
市
長
賞

!
!

剛
士

（
佐
久
市
）

「
春
光
」

◆
教
育
長
賞

黒
鳥
正
己

(

小
諸
市)

「
甦
る
刻
」

◆
教
育
長
賞

荻
原
行
夫

(

東
御
市)

「
永
平
寺
中
雀
門
」

◆
奨
励
賞

奈
良
康
子

(

佐
久
市)

「
路
地
」

増
田
登
志
子

(

佐
久
市)

「
い
だ
く
」

依
田
直
行

(

佐
久
市)

「
人
模
様
」

小
山
忠
幸

(

小
諸
市)

「
秋
日
よ
り
」

橋
本
剛
至

(

東
御
市)

「
過
去
の
目
録
」

平
田
聡
子

(

東
御
市)

「
手
ま
り
が
２
つ
」

竹
内
和
子

(

上
田
市)

「
秋
の
陽
」

■
彫
刻
部
門

◆
教
育
長
賞

宮
川
祐
治

(

小
海
町
）

「
白
日
夢
」

■
日
本
画
部
門

◆
佐
久
市
小
野
澤
信
子
、
工
藤
ふ

く
子
、
小
林
と
く
よ
、
坂
本
ひ
ろ

子
、
佐
藤
弘
毅
、
田
中
み
よ
子
、

吉
澤
政
敏

◆
小
諸
市
甘
利
泰
彦
、
甘
利
礼
吉
、

荻
原
正
世
、
生
島
澄
江
、
黒
崎
睦
、

塩
川
佑
子
、
寺
尾
喜
恵

◆
軽
井
沢
町
橋
本
清
、
柳
沢
立
子

◆
御
代
田
町
青
木
昭
人
、
小
宮
山

ク
メ
ジ
、
真
崎
美
保
子

◆
立
科
町
田
中
浩
江

◆
佐
久
穂
町
山
口
さ
き
子

◆
東
御
市
小
林
常
子
、
小
林
洋
子

◆
上
田
市
生
島
潔
、
春
原
せ
つ
子
、

永
井
み
さ
子

■
洋
画
部
門

◆
佐
久
市
秋
山
沙
也
香
、井
出
宏
、

岩
岡
香
代
子
、臼
田
志
保
子
、清

原
い
づ
み
、
工
藤
稔
里
、
小
池
榮

壽
、小
池
正
浩
、神
津
啓
子
、小

林
宇
志
夫
、小
林
冴
子
、小
林
功

明
、
小
林
宜
子
、
桜
井
千
代
枝
、

佐
々
木
定
子
、重
野
秀
一
、清
水

文
彦
、大
工
原
照
富
、高
野
家
和
、

田
村
康
成
、中
島
千
代
子
、中
嶋

勉
、早
川
叫
石
、林
光
子
、広
岡

わ
か
子
、廣
川
修
司
、保
母
泰
子
、

毛
利
定
夫
、山
田
恭
愛
、油
井
圭

子
、油
井
昌
子
、吉
水
陽
子

◆
小
諸
市
甘
利
信
次
郎
、
井
出

義
和
、
小
澤
平
、
掛
川
典
子
、

の

入
賞・入
選
作
品
決
ま
る

入
賞
者

入
選
者

18

21

日本画部門　市長賞
《晩夏》白石 茂子

洋画部門　市長賞
《春光》!!剛士

日本画部門　教育長賞
《鬼燈》吉澤 千惠子
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上
うえ
原
はら
信
しん
吾
ご
さん
東京都東村山市在住

岩村田高校・東京大学工学部・同大学
院卒業。工学博士。ＮＴＴ研究所において
光通信の研究に従事し、現在成蹊大学教
授。常田出身。64歳。

私
は
故
郷
、
佐
久
の
夕
暮
れ
が
好
き
で
す
。

学
生
の
頃
、
夏
休
み
に
帰
省
し
た
時
に
は
午
後

か
ら
夕
刻
に
か
け
て
、
長
い
時
間
に
わ
た
っ
て

田
畑
の
広
が
る
細
い
道
を
散
策
し
た
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
、「
夕
焼
け
小
焼
け
」、「
谷
間
の
灯

と
も
し
頃
」
の
二
つ
の
歌
が
、
佐
久
の
地
を
思

う
時
に
、
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
一
緒
に
浮
か
ん
で

き
て
い
た
歌
で
す
。
私
の
育
っ
た
常
田
で
は
、

実
際
は
、
山
寺
の
鐘
の
聞
こ
え
た
記
憶
は
無
く
、

ま
た
、
浅
間
や
八
ヶ
岳
に
遠
く
囲
ま
れ
て
は
い

て
も
谷
間
と
は
い
え
な
い
の
で
す
が
、
私
の
心

に
浮
か
ぶ
故
郷
は
、
こ
れ
ら
の
歌
の
持
つ
雰
囲

気
に
ぴ
っ
た
り
と
合
う
と
感
じ
る
の
で
す
。
歩

い
て
行
く
と
顔
を
合
わ
せ
る
す
べ
て
の
人
が
、

「
お
疲
れ
で
や
す
」と
声
を
か
け
て
く
れ
る
、
そ

う
い
っ
た
土
地
柄
が
こ
う
し
た
歌
へ
の
連
想
に

関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
が
上

京
し
て
か
ら
も
、
父
母
は
常
田
で
ず
っ
と
暮
ら

し
て
お
り
ま
し
た
。
特
に
、
母
は
父
が
亡
く
な

っ
て
か
ら20
年
近
く
に
わ
た
っ
て
一
人
の
暮
ら

し
を
続
け
、
私
た
ち
の
一
緒
に
暮
ら
そ
う
と
の

誘
い
に
か
た
く
な
に
乗
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
う
い
う
土
地
柄
が
母
に
そ
の
地
を

離
れ
が
た
い
居
心
地
の
よ
さ
と
安
心
感
を
与
え

て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
寛
容
の
心
と
優
し
さ
と

を
も
っ
て
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

近
頃
は
、
年
に
１
度
く
ら
い
帰
省
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
度
に
、
佐
久
市
の
活
気
と
変
化
の

大
き
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
は
、
地
方
に
あ
る
都
市
と
し
て
は
最
近
は
稀

で
あ
り
、
喜
ば
し
い
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
進
行
し
て
い
る
新
し
い
発
展
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
伴
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
佐
久
市
の
将
来
の

姿
は
、
こ
う
し
た
発
展
期
に
町
を
構
成
す
る
皆

さ
ん
が
何
を
大
切
に
考
え
る
か
に
よ
っ
て
決
ま

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
佐
久
の
良
い
土
地
柄

が
残
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
す
ば
ら
し
い
町

へ
と
更
に
発
展
を
続
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

 
ふるさとは  Saku

武
田
四
七
、
田
中
良
則
、
土
屋

和
夫
、
土
屋
靖
夫
、
野
口
聰
子
、

平
井
克
孝
、
谷
島
俊
男
、
依
田

光
恵
、
依
田
能
江

◆
軽
井
沢
町
浦
!
眞
之
夫
、神
部

利
恵
子
、木
内
欣
也
、下
山
良
範

◆
御
代
田
町
天
野
美
知
子
、内
堀

稔
、唐
澤
順
子
、茂
木
亘

◆
立
科
町
大
森
信
義
、荻
原
廣
"
、

金
子
幸
、芝
間
朱
里

◆
佐
久
穂
町
木
内
林
子
、中
村
芳

枝
、三
石
幸
子

◆
南
相
木
村
小
池
清
美

洋画部門　教育長賞
《甦る刻》黒鳥 正己

洋画部門　教育長賞
《永平寺中雀門》荻原 行夫

彫刻部門　教育長賞
《白日夢》宮川 祐治

◆
東
御
市
池
田
慈
美
、
金
本
真

理
、
小
宮
山
富
子
、
小
山
真
人
、

矢
嶋
政

◆
上
田
市
碓
井
稔
久
、塚
田
智
子
、

中
本
春
美
、吉
沢
重
利

◆
長
和
町
中
村
眞
弓

◆
東
京
都
前
橋
伸
哉

■
彫
刻
部
門

◆
佐
久
市
齊
藤
智
史

◆
上
田
市
宮
永
征
志

(

順
不
同
、
敬
称
略)



－10－

シリーズ
わが国は石油・石炭などの化石燃料に大きく依存し、また消費によっ
て排出される二酸化炭素は地球温暖化の最大の原因になっています。

エネルギーの安定供給、温暖化問題へ対応する地球にやさしい新しいエネルギーを紹介します。

biomass: bio:
mass:

24
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市民ふれあい学級
佐久市公民館浅科地区館の主催する「夫婦えんまん料理教室」が人気です。
この講座はシリーズで開催してきましたが、まもなく最終回を迎えます。料理
のメニューは手作りパン・お菓子類からすしやピザなど手軽に取り組め、講師の
内田すみ江先生の懇切丁寧な指導とあいまって男性も参加しやすくなっています。
公民館では各地区館とも料理の講座がありますので、男性のみなさんの参加を
期待しています。

瀬音

本館 〒385-0051
佐久市中込2947
!0267-64-0551
"0267-64-0553

浅間地区館
!0267-67-2110

野沢地区館
!0267-62-0116

中込地区館
!0267-62-0504

東地区館
!0267-67-2545

臼田地区館
!0267-82-2106

浅科地区館
!0267-58-3957

望月地区館
!0267-53-2548

24

以
前
東
北
へ
旅
を
し

た
と
き
の
事
。
六
十
代

の
女
性
四
人
の
グ
ル
ー

プ
と
ご
一
緒
し
た
。
不

思
議
に
思
っ
た
の
は
、

そ
の
中
の
一
人
が
、
い

つ
も
仲
間
の
誰
か
一
人
の
腕
に
掴
まっ

て
移
動
し
て
い
る
こ
と
。
見
た
と
こ

ろ
、
身
体
は
不
自
由
そ
う
で
も
な
い
。

恐
山
の
山
道
も
、
奥
入
瀬
の
渓
流

沿
い
の
道
も
、
友
の
腕
に
支
え
ら
れ

て
歩
い
て
い
た
。
他
の
友
が
荷
物
を

持
ち
、
腕
を
貸
し
て
く
れ
て
い
る
友

が
疲
れ
た
な
あ
と
察
す
る
と
「
○
○

チ
ャ
ン
私
借
り
て
く
れ
る
？
」
と
他

の
友
に
声
を
か
け
、
交
代
し
て
も
ら

う
。
そ
ん
な
風
に
し
て
旅
を
続
け
て

い
た
。

仏
ヶ
浦
へ
の
船
を
下
り
る
と
き
疑

問
が
解
け
た
。
船
と
桟
橋
の
間
が
三

十
!

ば
か
り
開
い
て
い
て
、
一
歩
で

渡
る
に
は
少
し
遠
す
ぎ
る
。
三
人
の

友
が
「
も
う
少
し
、
も
う
少
し
」
と

声
を
か
け
、
や
っ
と
桟
橋
に
足
が
届

い
た
。
彼
女
は
、
目
が
見
え
な
か
っ

た
の
だ
。
伺
っ
て
み
る
と
高
校
の
同

級
生
と
の
こ
と
。
毎
年
こ
う
や
っ
て

四
人
で
旅
を
し
て
い
る
と
話
し
て
く

れ
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
何
十
年
、

こ
ん
な
素
敵
な
友
人
関
係
が
あ
る
。

今
、
い
じ
め
で
、
自
ら
命
を
絶
つ

と
い
う
悲
し
い
事
件
が
多
い
中
、
心

暖
ま
る
光
景
に
出
会
え
た
旅
だ
っ
た
。

（
井
出
　
も
と
子
）
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中
学
生
の
時
、
新
任
の
校
長
先
生

が
「
こ
の
学
校
に
は
音
楽
室
、
放
送

室
、
理
科
室
に
も
鍵
が
な
い
素
晴
ら

し
い
学
校
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

そ
の
四
ヵ
月
後
の
夏
休
み
に
私
は

兼
ね
て
か
ら
欲
し
い
も
の
が
あ
っ
て
、

一
緒
に
通
学
す
る
二
人
を
誘
い
山
仕

事
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
出
た
。

そ
の
仕
事
は
薪
を
広
い
大
き
な
道

ま
で
運
ぶ
事
で
す
。
今
に
も
水
が
垂

れ
る
よ
う
な
薪
を
、
一
度
に
三
束
背

負
い
道
の
な
い
急
斜
面
を
下
る
こ
と

は
大
変
な
重
労
働
で
し
た
。
午
後
に

長
く
て
珠
の
重
い
算
盤
を
買
い
ま
し

た
。
そ
の
時
は
家
族
中
が
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
二
、
三
ヵ
月
後
に

一
冊
の
参
考
書
を
購
入
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
母
は
「
算
盤
を
買
っ
た
の

に
そ
ん
な
お
金
が
有
る
筈
が
な
い
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
が
ど
ん
な
に
説

明
し
て
も
、
聴
く
耳
持
た
ず
で
私
を

信
用
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

母
は
涙
な
が
ら
「
人
は
一
代
、
名

は
末
代
。
人
の
喜
ぶ
事
は
し
て
や
れ
、

人
が
悲
し
む
事
は
そ
の
人
の
身
に
な

れ
。
と
言
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
か
」

と
言
い
残
し
、
台
所
へ
行
っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、

私
が
あ
の
本
を
お

金
で
買
っ
た
事
を

母
は
分
か
っ
て
く

れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

末
っ
子
で
甘
え
て
育
っ
た
私
は
、

そ
の
夜
の
出
来
事
が
、
ま
る
で
武
家

社
会
の
元
服
の
儀
式
の
よ
う
に
、
母

と
の
間
に
一
線
を
引
か
れ
た
気
が
し

ま
し
た
。

厳
し
か
っ
た
母
も
私
が
二
十
四
歳

の
時
に
他
界
し
ま
し
た
。
と
う
と
う

あ
の
一
冊
の
本
の
件
で
、
本
当
の
母

の
胸
中
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
今
は
知

る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て

は
こ
の
事
が
、「
母
の
教
え
た
ふ
た
つ

の
言
葉
」
と
と
も
に
一
番
大
切
な
思

い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
人
権
同
和
教
育
推
進
員
　
佐
藤
　
秋
男
）

な
る
と
決
ま
っ
て
体
の
小
さ
い
Ａ
君

は
、「
俺
は
も
う
二
束
し
か
持
て
な
い
」

と
涙
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

三
週
間
程
し
て
、
山
仕
事
の
親
方

が
来
て
「
良
く
頑
張
っ
た
ね
。
三
人

は
大
変
仲
良
く
や
っ
て
く
れ
た
か
ら
、

同
じ
だ
け
の
金
額
が
入
っ
て
い
る
よ
」

と
重
い
封
筒
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
私
が
一
番
運
ん
だ
に
」
で
は
な
く
三

人
共
、
同
じ
金
額
だ
っ
た
事
が
大
変

嬉
し
く
思
い
、
三
人
の
絆
は
卒
業
ま

で
、
な
お
太
く
結
ば
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

さ
て
、
私
は
そ
の
お
金
で
待
望
の

 
 

 
 

高見澤秀人

ひとこと
私
た
ち
の
住
む
高
瀬
地
区
白
山
区

（
吉
田
信
行
区
長
）内
の
横
和
団
地
住

宅
は
、
県
道
１
０
３
号
線
の
交
通
量

の
多
い
幹
線
道
路
北
側
沿
い
に
位
置

し
て
お
り
ま
す
。

地
域
内
に
は
３
本
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
県
道
沿
い

の
１
本
は
、27
軒
の
住
民
及
び
関
係

者
が
日
常
生
活
で
利
用
す
る
唯
一
の

出
入
口
に
あ
り
、
昭
和63
年
に
設
置

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
県
道
左

右
と
手
前
歩
道
左
右
の
交
通
状
況
が

鮮
明
に
映
る
三
面
鏡
に
な
っ
て
お
り
、

安
全
確
認
の
大
切
な
道み
ち

標し
る
べで
す
。

し
か
し
、
行
き
か
う
自
動
車
の
泥

は
ね
で
ミ
ラ
ー
の
汚
れ
が
激
し
い
た

め
、
設
置
当
初
よ
り
約10
年
間
は
個

人
の
奉
仕
活
動
で
清
掃
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
順
番
制
が
提
案
さ

れ
て
、
奉
仕
活
動
の
で
き
る
お
宅
が

２
軒
１
組
と
な
り
、
月
２
回
ほ
ど
の

清
掃
作
業
を
続
行
中
で
す
。

作
業
時
の
安
全
に
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
の
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
と

の
触
れ
合
い
　
が
、
お
互
い
の
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

周
辺
の
事
故
皆
無
を
願
う
こ
の
連

帯
感
が
、
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社

会
づ
く
り
の
一
助
に
も
な
っ
て
い
る

こ
と
を
確
信
す
る
昨
今
で
す
。

伊勢林　篠原甲一

”
”
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10

東 地 区

“ ”

!

野沢地区

中込地区

望月地区
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浅間地区

浅科地区

!

26

!臼田地区

10

19佐
久
市
公
民
館
で
は
通
信
俳
句
講
座
の
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
毎
月
、
月
末
ま
で
に
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と

３
句
を
記
入
の
上
、
佐
久
市
公
民
館
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
選
者
の
選
評
を
添
え
て
句
集
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
会
　
　
費
年
二
千
円

○
選
　
　
者
萩
原
　
玉
子
先
生
（
佐
久
市
俳
句
連
盟
副
会
長
）

○
申
込
み
先
〒
３
８
５
―
０
０
５
１
　
佐
久
市
中
込
２
９
４
７
番
地

佐
久
市
公
民
館
（
!

０
２
６
７
―
６
４
―
０
５
５
１
）

順位 囲　　碁 将　　棋
1位 柳澤　真志 森泉　玉良
2位 木内　博一 小平　勝幸
3位 小平　芳人 井出　武利

結果（敬称略）
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望
　
月

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

石
橋
　
克
代

望
月
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
が

あ
れ
ば
い
い
な
と
数
年
前
か
ら
思
っ

て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
お
茶
の
み
話

か
ら
、
自
分
達
で
作
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
二
〇
〇
五
年
七
月
に
望

月
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
が
誕
生

し
ま
し
た
。

月
二
回
、
五
十
代
か
ら
七
十
代
の

十
六
名
の
仲
間
と
、
厳
し
さ
の
中
に

も
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
高
藤
先
生

ご
夫
妻
の
ご
指
導
に
よ
り
、
二
時
間

た
っ
ぷ
り
心
地
よ
い
汗
を
流
し
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

レ
ッ
ス
ン
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
、
錆
び
た
頭
と
体
に

潤
滑
油
を
差
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
サ
ー
ク
ル
ダ
ン

ス
を
二
〜
三
曲
踊
り
ま
す
。
そ
の
頃

に
は
じ
ん
わ
り
と
汗
ば
み
心
身
と
も

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
引
き
続
き
五
〜
六

曲
練
習
し
ま
す
。

常
に
笑
顔
と
笑
い
声
の
絶
え
な
い

教
室
で
す
。
世
界
の
民
族
舞
踊
を
通

し
て
そ
の
国
の
地
理
や
歴
史
等
を
学

ぶ
良
い
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

誕
生
し
て
ま
だ
日
の
浅
い
グ
ル
ー
プ

で
す
が
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
通
し

て
地
域
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
何

か
と
模
索
中
で
す
。

老
い
も
若
き
も
音
楽
に
合
わ
せ
て

身
体
を
動
か
し
楽
し
い
ひ
と
時
を
共

に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

平成19年度学級生募集

場所及び
曜日（原則）

本館教室
浅間教室
野沢教室
臼田教室
浅科望月教室

開 催 日

講座
内容

募集定員 各教室とも市内在住の親子25組程度
定員になり次第締め切ります

申込み日 平成19年4月10日!
申込み先

佐久市研修センター
公民館臼田地区館

浅科地区館又は望月地区館

申込み方法
Fax

受付時間 午前9時～12時
参 加 費 無料

13

■問い合わせ先 佐久市公民館本館
!0267－64－0551
"0267－64－0553

●
●
●
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■問い合わせ先 佐久市教育委員会　公民館　!0267－64－0551 "0267－64－0553

佐久市生涯学習
リーダーバンクについて
地域やグループ・サークル等で学習活動をするとき、「指導や助言をしてくれる人がいないかな？」
と思ったことはありませんか。
そんな時「佐久市生涯学習リーダーバンク」の制度をお役立てください。

2月1日#3月31日まで
登録申込
受付中!!

制度の目的
19

登録要件等

登録手続き !登録申込 1

"登　　録
#市のホームページへ登載

31

#情報提供 !

!

登録申込書については佐久市公式ホームページからダウンロードできますのでご利用ください。
PDF（リーダーバンクについて、登録申込書等掲載）http://www.city.saku.nagano.jp

佐久市生涯学習リーダーバンクイメージ図 

利用者 

市　　民 
地　　域 
グループ 
サークル 
学　　校 
企　　業 

指 導 者 
（個人・団体） 

佐久市ホームページ 

公民館本館 
各地区館 

指導 
報告 

登録申込 
(自薦・他薦)登録 

開設 随時更新 

講師として派遣 

連絡・講師依頼 

情報提供 

閲　　覧 

利用者からの問い合わせ 
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で
す
。
探
査
機
の
調
査

に
よ
る
と
、
こ
の
雲
の

下
に
あ
る
の
は
、
気
圧

は
地
球
の
約90
倍
、
気

温
は
約
４
５
０
度
と
い

う
灼
熱
の
世
界
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

地
球
と
金
星
は
で
き

あ
が
っ
た
と
き
は
よ
く

似
た
星
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ほ
ん
の
少
し
太
陽

に
近
か
っ
た
せ
い
で
海
が
で
き
ず
、

地
球
の
よ
う
な
生
物
が
生
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
地
球
で
は
植
物
が
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
し
て
温
度

が
下
が
り
ま
し
た
が
、
金
星
で
は
そ

う
な
ら
ず
、
そ
の
温
室
効
果
の
暴
走

の
た
め
に
こ
ん
な
世
界
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
は
異
常
な
暖
冬
で
し
た
。

昨
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
地
球
温

暖
化
」
が
ど
の
程
度
人
間
の
せ
い
な

の
か
に
は
ま
だ
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
金
星
を
眺
め
て
い
る
と
、

い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ご
ろ
は
日
が
暮
れ
る
と
、
西

の
空
に
ひ
と
き
わ
明
る
い
星
が
出
て

よ
く
目
立
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

金
星
で
す
。
金
星
は
こ
れ
か
ら
８
月

初
旬
ご
ろ
ま
で
夕
方
の
西
の
空
で

「
宵
の
明
星
」と
し
て
輝
き
、し
ば
ら

く
の
間
は
一
番
星
の
座
を
守
り
続
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

望
遠
鏡
で
見
る
と
、
金
星
は
ク
リ

ー
ム
色
の
き
れ
い
な
球
体
に
見
え
ま

す
。
地
球
と
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て

時
期
に
よ
り
月
の
よ
う
に
満
ち
欠
け

し
て
見
え
ま
す
が
、
表
面
の
様
子
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
金
星
が
厚

い
硫
酸
の
雲
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め

xxxxxxxxxxxxxxxxx

★★★★★★★★★★★★★★★★★

う
す
だ
ス
タ
ー
ド
ー
ム

開催日 年間18回（毎回4時間程度・午前10時～午後3時）
場所 佐久市野沢会館ほか
募集定員 250人程度（市内在住で65歳以上の方）

定員を超えた場合は、初めて大学を希望される方を優先します
入学者の決定は申し込みの順番に関係ありません

申し込み期間 平成19年4月9日!～4月13日"
受付時間 午前9時～午後5時
申し込み方法 入学願書に必要事項を記入し、佐久市公民館本館または浅間、野沢、中込、東、臼

田、浅科、望月の各地区館へ提出してください（代理者による提出も可）
なお、願書は3月12日!以降に佐久市公民館本館、各地区館にあります

講座内容 【午前：一般教養】健康づくりと食生活、歴史と文化について、心の豊かさと生きが
いづくり等他に野外研修

【午後：創作実技】盆栽（菊）・コーラス・書道・手芸・俳句・ダンス・木彫の中から一
つを選択する

授業料 無料 ただし学生自治会活動、野外活動・創作活動、（施設見学等に要する経費は学生の負担となります）
■問い合わせ先　佐久市公民館本館　!0267－64－0551 "0267－64－0553

佐久市高齢者大学
平成19年度学生募集
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学級及び学習内容 日 時 場　所 講師・指導者 費用・持物等

浅
間
地
区
館

! :30 13:00 500

中
込
地
区
館

" :30 13:00 400

臼
田
地
区
館

第30回　臼田地区公民館のつどい開催

日　時 4月7日!午前9時～午後7時　展示発表
4月8日"午前9時～午後4時　開会式午前9:30～・ステージ発表午前9:50～　　

場　所 あいとぴあ臼田　
内　容 地区館や地域の学習グループによる展示発表とステージ発表

抹茶サービス（8日のみ）
※ご近所、お友だち誘い合ってお出かけください　

◎家庭料理教室

" :30 11:30 100

浅科地区公民館のつどい開催
26 28
日　時 3月9日#～11日" 午前9:00～午後5:00 展示発表（11日は午後3時まで）

11日" 午前11:30開会式　午前11:45ステージ発表
（開催時間が都合により、変更になりました）

場　所 交流文化館浅科　穂の香ホール・展示ギャラリー
内　容 地域の学習グループの皆さんによる展示発表・ステージ発表

10日! 体験コーナー 正午～午後2時
どら焼つくり〈参加費100円〉
子ども活動・缶馬作り〈持物／スチール缶 2個を持参ください〉

11日" 呈茶席コーナー 午前11時～午後3時
茶道教室の皆さんによるお点前「お抹茶を一服どうぞ」

◎楽しくクッキング

24 #13:30 15:00
◎肺活量測定器作り

◎布草履作り

◎スケッチ水彩画教室
15 ! :30 15:00

浅
科
地
区
館

$13:00 15:00◎大正琴教室

◎囲碁・将棋ひろば
4 24 # :30 11:30 10 #

同時開催

望
月
地
区
館
第38回 望月青少年剣道大会 $ :30 17:00

公 民 館

!67 2110 !62 0504 !82 2106 
!58 3957 !53 2548
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NO.21

日
頃
は
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
ご
尽
力
・
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
青
少
年
の
健
全
育
成
に
と

り
ま
し
て
大
き
な
歴
史
の
幕
開
け
の

年
で
あ
り
ま
し
た
。
健
全

な
る
青
少
年
の
育
成
は
、

市
民
に
と
り
ま
し
て
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
責
務
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
最
近
は
心
無
い
大
人

の
利
益
の
た
め
に
成
人
向

け
自
動
販
売
機
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

全
国
唯
一
青
少
年
保
護

育
成
条
例
の
な
い
長
野
県

で
す
が
、
県
民
の
誇
り
と

考
え
る
こ
と
は
限
界
で
す
。

二
○
○
六
年
に
お
い
て

は
、「
佐
久
市
青
少
年
保
護
育
成
条
例

制
定
」
を
市
議
会
に
請
願
し
た
と
こ

ろ
「
有
害
図
書
類
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
」
と
し
て
可
決
さ
れ
、
十
月

一
日
施
行
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
、

市
民
一
丸
と
な
っ
て
環
境
浄
化
へ
取

り
組
ん
だ
こ
と
と
、
条
例
の
施
行
が

相
ま
っ
て
成
人
向
け
自
販
機
は
市
内

二
十
七
台
か
ら
七
台
（
一
月
末
日
現

在
）
に
減
少
し
ま
し
た
。

晴
天
に
雲
流
れ
る
ご
と
く
、
三
十

年
の
夢
が
か
な
え
ら
れ
た
思
い
で
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
達
が
素
直
で
た
く

ま
し
く
、
伸
び
る
こ
と
は
、

私
達
全
市
民
の
願
い
で
す
。

今
後
も
有
害
図
書
を
読
ま
な

い
、
見
せ
な
い
、
買
わ
な
い
、

設
置
さ
せ
な
い
、
放
置
し
な

い
な
ど
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

佐
久
市
青
少
年
補
導
委
員

協
議
会
で
は
、
青
少
年
補
導

委
員
が
一
致
団
結
し
、
青
少

年
に
と
っ
て
有
害
と
な
る
環

境
浄
化
の
た
め
の
活
動
や
、

子
ど
も
達
の
安
全
を
守
り
、

子
ど
も
達
が
強
く
、
正
し
く
、
た
く

ま
し
く
育
つ
こ
と
を
心
か
ら
願
い
街

頭
補
導
活
動
（「
愛
の
ひ
と
声
」運
動
）

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
今
後
共
陰
に
陽

に
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

―
小
学
生
の
活
動
と

中
学
生
の
対
応
に
感
動
―

十
二
月
十
二
日
（
火
）

曇
り
後
晴
れ

今
日
は
、
佐
久
東
中
の
先
生
が
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
寒
さ
の
せ
い

か
、
子
ど
も
達
の
姿
は
見
当
た
ら
な

い
。
老
人
介
護
施
設
の
前
で
七
人
ほ

ど
の
小
学
生
に
出
会
っ
た
。
話
し
か

け
る
と
、「
今
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

委
員
会
で
老
人
の
お
手
伝
い
に
き
ま

し
た
。」と
い
う
元
気
な
声
が
返
っ
て

き
た
。
引
率
の
先
生
か
ら
も
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
、
今
ど
き
、
素
晴

ら
し
い
活
動
に
大
変
感
動
し
た
。

（
中
略
）駅
前
の
ト
イ
レ
は
、
き
れ
い

に
清
掃
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
中

学
二
年
生
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
、

対
応
の
良
い
女
子
生
徒
に
会
い
、
感

激
し
、
心
が
和
ん
だ
。（
後
略
）

（
東
地
区
　
Ｉ
・
Ｈ
　
記
）

―
駅
ト
イ
レ
ド
ア
の
損
壊

理
解
に
苦
し
む
―

十
二
月
十
一
日
（
月
）
曇
り

久
し
ぶ
り
に
岩
村
田
に
来
て
、
以

前
に
比
べ
街
の
感
じ
が
全
く
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
に
戸
惑
い
を
覚
え
た
。

Ｆ
店
の
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ナ
ー
の
広

さ
に
驚
く
と
同
時
に
、
ア
ダ
ル
ト
ビ

デ
オ
が
放
映
さ
れ
て
い
て
、
あ
き
れ

る
と
共
に
、
い
く
ら
商
売
と
は
い
え
、

く
や
し
く
憤
り
さ
え
覚
え
た
。
コ
ー

ナ
ー
の
入
り
口
に
は
「
未
成
年
者
立

ち
入
り
禁
止
」
の
表
示
は
あ
る
が
、

ち
ょ
っ
と
覗
け
ば
、
外
か
ら
で
も
丸

見
え
で
残
念
だ
。
高
校
生
が
、
列
車

の
時
間
調
整
で
、
立
ち
読
み
を
し
て

い
た
が
、
全
員
漫
画
！

枇
杷
坂
公
園
は
、
き
れ
い
に
な
っ

て
お
り
、
誰
も
い
な
い
。

岩
村
田
駅
へ
向
う
。
丁
度
上
下
の

列
車
が
出
た
後
で
、
待
合
室
に
は
、

二
人
の
女
子
高
生
の
み
。
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
渡
す
。
短
い
ス
カ
ー
ト
で
寒
そ

う
。
駅
の
男
子
ト
イ
レ
は
焼
き
焦
げ
、

女
子
ト
イ
レ
も
ド
ア
の
開
閉
が

う
ま
く
い
か
な
い
。
ど
ん
な
気

持
ち
で
壊
し
た
り
す
る
の
か
理

解
に
苦
し
む
。
一
人
で
は
出
来

な
い
こ
と
も
、「
集
団
で
や
れ
ば

こ
わ
く
な
い
」
と
い
う
事
だ
ろ

う
か
…
。

（
野
沢
地
区
　
Ｔ
・
Ｏ
　
記
）

三
月
は
十
八
日
!
で
す

毎
月
第
三
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」で
す

市民の連帯で
良い環境づくりを

佐久市青少年補導委員協議会
会 長　込山惣治郎

―
こ
こ
に
も
落
書
き
が
！
―

十
二
月
二
十
八
日
（
木
）
雨

久
し
ぶ
り
に
十
二
河
原
公
園
へ
出

向
い
た
。
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
が
、

公
園
の
施
設
と
近
く
の
バ
イ
パ
ス
下

の
ト
ン
ネ
ル
内
に
大
が
か
り
な
落
書

き
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
反
省
と
し

て
は
、
秋
頃
に
巡
回
し
て
、
何
か
対

策
を
考
え
て
お
け
ば
良
か
っ
た
。
来

年
度
、
早
急
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。

地
区
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

各
店
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
協
力

店
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
き
ち
ん
と
貼
っ

て
頂
い
て
あ
り
、
ど
の
店
も
対
応
が

良
く
店
長
に
御
礼
を
言
っ
た
。

巡
回
中
、「
子
ど
も
を
守
る
安
心
の

家
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
に
留
ま
っ

た
。
他
団
体
や
「
地
域
の
見
守
り
隊
」

の
よ
う
な
所
と
連
携
を
と
っ
て
、
活

動
や
巡
回
を
考
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
。
（
浅
科
地
区
　
Ｓ
・
Ｓ
　
記
）

公
園
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
に
!

バ
イ
パ
ス
の
"

ト
ン
ネ
ル
内
に



－21－

◆
三
月
を
弥
生
と
い
う
。
大
地
が
音

立
て
て
凍
て
つ
く
よ
う
な
佐
久
独
特

の
寒
さ
か
ら
開
放
さ
れ
る
佐
久
人
の

待
ち
望
ん
だ
季
節
だ
。
ね
こ
や
な
ぎ

が
銀
色
の
光
を
放
ち
、
千
曲
川
の
瀬

音
も
一
段
と
高
く
な
る
。
そ
ん
な
時
、

あ
ち
こ
ち
の
園
や
学
校
か
ら
「
蛍
の

光
」
が
聞
こ
え
て
く
る
。
三
月
は
ま

た
、
別
れ
の
季
節
で
も
あ
る
の
だ
。

◆
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な

夢
と
希
望
を
抱
き
、
新
た
な
る
光
の

世
界
へ
旅
立
と
う
と
し
て
い
る
。
そ

ん
な
君
達
に
、
残
雪
に
光
輝
く
浅
間

山
が
、
祝
福
と
励
ま
し
の
挨
拶
を
送

っ
て
く
れ
る
。「
正
し
く
、
清
く
、
た

く
ま
し
く
」
あ
れ
と
…
。

◆
道
は
平
坦
ば
か
り
で
は
な
い
。
か

つ
て
詩
人
の
高
村
光
太
郎
は
「
僕
の

前
に
道
は
な
い
。
僕
の
後
ろ
に
道
は

出
来
る
」
と
言
っ
た
。
ど
ん
な
に
苦

し
い
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
に
出
会
っ

て
も
、
自
ら
の
力
で
自
分
の
道
を
切

り
開
い
て
い
っ
て
欲
し
い
。
朝
の
こ

な
い
夜
は
な
い
。

浅
科
小
学
校
五
年

岩
下
　
拓
実

一
年
を
ふ
り
返
っ
て
、
一
回
目
の

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
、
ド

キ
ド
キ
し
て
い
て
「
友
達
で
き
る
か

な
」
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
だ
ん
だ

ん
友
達
が
で
き
て
、
最
後
は
、
ほ
と

ん
ど
友
達
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
二
泊

三
日
の
山
荘
「
あ
ら
ふ
ね
」
に
泊
ま

っ
た
こ
と
で
す
。
川
に
行
っ
た
り
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、
い
ろ

い
ろ
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
か

っ
た
。
こ
れ
で
友
達
と
別
れ
る
の
は

さ
み
し
い
。
ま
た
会
い
た
い
で
す
。

平
根
小
学
校
五
年

森
泉
　
友
希

ぼ
く
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

の
一
番
の
思
い
出
は
、山
荘「
あ
ら
ふ

ね
」
で
の
二
泊
三
日
の
キ
ャ
ン
プ
で

す
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
た
時
に
、

ス
イ
カ
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
は
、
ラ
イ
バ
ル
も
で

き
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

次
に
楽
し
か
っ
た
の
は
、
望
月
少

年
自
然
の
家
で
す
。
こ
こ
で
お
も
し

ろ
か
っ
た
の
は
、
キ
ノ
コ
採
り
で
す
。

ぼ
く
は
、
け
が
を
し
て
い
て
松
葉
づ

え
で
し
た
が
、
ク
リ
タ
ケ
が
け
っ
こ

う
多
く
と
れ
ま
し
た
。

杖
を
つ
い
て
い
た
の
で
、
お
昼
を

作
る
時
に
す
ご
く
大
へ
ん
で
し
た
が
、

楽
し
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
で

し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
に

参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

泉
小
学
校
六
年

奥
原
　
木
ノ
実

第
一
回
の
研
修
は
「
出
会
い
の
会
」

で
し
た
。
私
は
、
も
の
す
ご
く
緊
張

し
て
、
友
達
が
で
き
る
か
心
配
で
し

た
。
ま
ず
、
隣
だ
っ
た
佳
子
さ
ん
に

声
を
か
け
ま
し
た
。
す
ぐ
に
友
達
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
優
美
さ
ん

や
圭
さ
ん
と
友
達
に
な
り
、
と
っ
て

も
楽
し
い
友
達
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。

山
荘
「
あ
ら
ふ
ね
」
で
は
、
相
模

原
市
の
人
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
文
通
を
し
て
い
ま
す
。
佐
久

市
子
ど
も
大
使
の
子
と
も
友
達
に
な

れ
ま
し
た
。
た
ま
に
会
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

体
験
で
き
ま
し
た
。
陶
芸
教
室
・
市

内
め
ぐ
り
・
子
ど
も
ま
つ
り
・
国
際

交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ
ュニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

＊
石
川
洋
著「
一
日
一
日
を
生
き
る
」よ
り

修了式後　研修生とその保護者
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生涯学習課
男女共生係
2007年 3 月号

NO.8

《
老
後
は
誰
と
一
緒
に

旅
行
し
た
い
で
す
か
？
》

平
均
寿
命
が
延
び
、夫
婦
だ
け
で
暮
す
時
間
が
長
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
で
、世
間
で
は「
熟
年
離
婚
」・「
定
年
離
婚
」な
ど
と
い
う
言
葉
も

取
り
ざ
た
さ
れ
る
時
代
で
す
。

あ
な
た
の
家
庭
で
は
、夫
と
妻
の
い
い
関
係
、築
い
て
い
ま
す
か
？

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て
、学
ん
で
み
た
い
方
、ま
た
ご

意
見・ご
要
望
の
あ
る
方
、お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さい。

!0267（62
）0664

男
女
共
生
係（
野
沢
会
館
内
）

sssss

sssss

s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
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天来記念館では、書道をこれから始めてみたい方など、初心者を対象に書道入
門講座を開催します。最近は、年賀状などもパソコンで簡単に印刷できるため、手
書きのものをあまり見かけなくなりましたが、どこか温かみのある手書きによる「書」
の魅力を味わってみませんか。
比田井天来の正当な流れをくむ一流の講師が、興味深い「書」の話も交えながら

わかりやすく丁寧に指導しますので、どなたでもお気軽にご参加ください。

日　時 毎月1回（一覧表のとおり） 午前10時～正午
会　場 駒の里ふれあいセンター（望月支所となり）
受 講 料 年会費18,000円 納入は原則1回払い

（年会費は第１回目の入門講座当日、4月7日!に全額納付）
対 　 象 高校生以上
持 ち 物 書道用具（筆・硯・墨汁・半紙・文鎮・下敷 等）、新聞紙、ごみ袋等
定 　 員 30人（定員になり次第締切）
締め切り日 3月18日!
お申し込み・お問い合わせ 天来記念館【毎週月曜日・祝日の翌日は休館日です】

!53－4158 "53－8026
期 日 テーマ 内 容

!

12 !

!

14 !

11 !

!

10 13 !

11 17 !

12 !

19 !

16 !

15 !

受
講
者
募
集!!



日 時 ： ! 11
会　場：
資　格：

18

服　装：
申　込： 20 "

!62-2111 458
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! "

期　日： !

会　場：
資　格：

出店料：
出店スペース：

申　込： 12 # !62-2111 458

45
第２０回 佐久鯉マラソン大会出場者

第３２回 ミス佐久鯉コンテスト出場者

日 時： $ 7 30
会　場：
種 目：ファミリーの部

小学生高学年の部

中学生の部

一般の部
10
10

シニアの部
50

参加料： 800 1,500 3,000
申　込： # !62-2111 458 !62-2020

出
場
者・出
店
者
募
集

佐久鯉まつり出店者
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15200
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今年も全国から色とりどりの熱気球が集まり、佐久の澄んだ大空のもとで
熱い闘いを繰り広げます。
魚のつかみ取りやそば打ち体験など、楽しいイベントもめじろ押し!!

（天候により変更・中止となる場合があります）

3日! キッズデー
6:30～ …………開会式
6:30～ 9:00 …………第1競技フライト
8:30～15:00 …………係留／イベント

15:00～17:00 …………第2競技フライト
4日" ハートフルデー

6:30～ 9:00 …………第3競技フライト
8:30～15:00 …………係留／イベント

15:00～17:00 …………第4競技フライト
19:00～19:30 …………夜間係留（バルーンイリュージョン）

5日# 6:30～ 9:00 …………第5競技フライト
8:30～11:30 …………係留／イベント

12:00～ …………表彰式・閉会式

■競技スタッフ…

■運営スタッフ

大会をサポートしていただくスタッフを募集しています！
募集内容

■競技スタッフ…18
■運営スタッフ

20

募集要項

オブザーバー講習会 3 25 # 9:00～16:00
会場：農村環境改善センター（伴野1802-3）

競技スタッフ希望者には事前に講習会を開催します。「熱気球に係わるのは初め
てで不安…」という方でも大丈夫。お気軽にご参加ください。

地元大会での上位入賞をめざし、佐久熱気球クラブでは天気の良い日曜日の朝6時30
分ころから、大会会場周辺にてフライト練習を行っています。自由見学ですので、もし見
かけたらあたたかい声援をお願いします。

■お問い合わせ 観光課　!62-2111（内線458）http://www.city.saku.nagano.jp/kankou-k/
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■開館時間：午前9時30分～午後5時
■休 館 日：毎週木曜日（木曜日が祝日の場合は開館）
詳しくは子ども未来館までお問い合わせください。
!67－2001
URL http://www.kodomomiraikan.city.saku.nagano.jp

期　間 3月10日!～6月24日"
お知らせ 3月5日#から3月9日$までの期間中は番

組入替のため、プラネタリウムの投映を休止
します。ご了承ください。

期　間 3月3日!～5月6日"
協　力 国立科学博物館

期　間 3月3日!～5月6日"
協　力 東京大学宇宙線研究所

宇宙ニュートリノ観測情報融合センター

日 時 3月11日! 午後1時30分～4時30分
会 場 駒の里ふれあいセンター（望月支所となり）

第3回障害者

対象者　佐久市内在住の障害者・その家族、市民、施設関係者、ボランティア

ステージ発表　! !

! ! !

!

展示、販売コーナー ! !

■お問い合わせ　障害者自立生活支援センター（野沢会館内） !64－0212

内 容

参加無料

「地震体験装置」導入

完成予想図

!53-3111 ←→ 0267 －26－
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n f o r m a t i o n情 報 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン情 報 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンiiiiiiiiiiiiiiiii

ご 案 内
Guidance

!62-2111 !82-3111 !58-2001

相談コーナー
Advice

●教育・いじめ等相談
■教育委員会教育相談室(祝日を除く)
日時 ! "

相談員

電話相談　 30
! 369
! 224
! 61
! 271

■中学校相談室 (休校日を除く)
時間
"浅間中学校　
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !67 7250
"野沢中学校
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !62 2551
"中込中学校
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !62 6810
"東中学校
期日 !・$
相談員
直通相談電話 !67 7366
"臼田中学校
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !82 2130
"浅科中学校
期日 #・"
相談員
相談電話 !58 2101
"望月中学校
期日 !・#・$
相談員
直通相談電話 !53 3330

●親族向け成年後見人養成講座

日時 14 %

会場
講師

定員 70
参加費
申込・問合せ

!64 0212

●あさしな温泉「穂の香乃湯」の食
堂業務営業者に係る公募について

$

応募資格

業務場所
1071

内容

受付 $ 22 $

30
30

申込・問合せ
! 457

●不動産鑑定士による不動産評価
等の無料相談会

日時 !

10
会場 102
内容

問合せ &

!026 225 5228 de e

ス ポ ー ツ
Sports

●第40回記念　佐久市強歩大会

参加資格
期日 21 ' 22 (

行程
78km 141

定員 1,000
参加費 3,500
受付 23 "

申込

その他
問合せ
!62 2020
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情 報 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
" 3

●佐久宝寿霊園永代使用者募集

所在地 8063
墓地の種類
墓地の面積
墓域数 10 144
永代使用料 370,000
管理料 40,000 10
4,000 19

36,000 4,000
受付

30 30
その他

申込・問合せ
!62 0214

●雇用保険加入手続き有無の確認
照会について

問合せ
!62 8609

●おもしろ教室「望遠鏡を作って土星
を見よう！」受講生募集のお知らせ

日時 24 !

会場
定員 30
参加料 400 200

2,000

申込・問合せ
!82 0200

●農耕車等の交通事故防止について

#

#

#

#

●第27回健康ネットワーク21講演会

QOL

日時 15 "

会場

演題

講師

問合せ
!67 2295

●平成19年度自衛官等募集
◆一般・技術（幹部候補生）

◆歯科（幹部候補生）

一般・技術、歯科、薬剤の受付は
4月1日!～5月11日"

資　　格 試験日
20 26 5/19!

20#

◆2等陸・海・空士

資　　格 試験日
20 30 5/19!

◆薬剤（幹部候補生）
資　　格 試験日

20 26 5/19!

資　　格 試験日
18 27 3/10!

受付　3月8日#まで

申込・問合せ
4 17 3

MSTY !0268 22 5267
E-mail jsdf-ued mx .avis.ne.jp
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n f o r m a t i o n情 報 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン情 報 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンiiiiiiiiiiiiiiiii
お 知 ら せ

Information
●図書館行事
◆中央図書館（!67－2111）
"おはなしの会
対象
日時 10 ! 10 30

17 !

対象
日時 15 " 10 30
会場
"語りのおもてなし
対象
日時 24 !

会場
◆臼田図書館（!82－3932）
"ブック☆ブックお話の会
対象
日時 ! 10 ! 17 !

会場
◆浅科図書館（!58－4321）
"おはなし会
対象
日時 10 ! 2 30
会場
"歌う図書館
対象
日時 17 ! 30
会場
◆望月図書館（!53－0230）
"ものがたりふれあいトーク
対象
日時 17 ! 11
会場

●献血のお知らせ
日時 24 !

10 12
30 30

会場

持ち物

問合せ
! 275

●信州図書館文化講座
「風林火山」の時代を学ぶ
～武田氏の佐久への侵攻と抵抗～
日時 25 #

30
会場 201
講演内容
!

講師
"

講師
#

講師

主催
問合せ !67 2111

●3月のつどいの広場

時間
◆佐久市保健センター

12 13
16 19 20 23 26

27 30
◆切原保育園内

12 13
15 19 20 22 26

27 29
◆あさしな保育園内

12 14
16 19 23 26 28

30
◆望月総合支援センター

12 13
15 19 22 23 26

29 30
問合せ !

214

●4月1日から男女雇用機会均等法
が変わります!!
改正のポイント

"

"

"

"

問合せ
!026 227 0125

●五郎兵衛記念館企画展
～江戸時代後期の生け花の流行～

30

日時 16 $ 25 #

会場
入館料
問合せ

!58 3118

●平成19年度古文書を読む会参加者募集

30

申込・問合せ
!58 3118

入 場
無 料



この作品は、『人－人間存在の本質を求めて－』（4月8日まで近代美術館で開催）に出品されています。

385-8501 3056 TEL0267-62-2111  FAX0267-63-1680
385-0051 2947 TEL0267-64-0551  FAX0267-64-0553

10
10

10

1946 36 1974

3 52

－30－
T M

環境に配慮し、古紙混合率100％再生紙
と大豆インクを使用しています。

2007 3 15

大正13年－昭和52年（1924－1977）
愛知県出身

お問い合わせ　近代美術館　!67-1055

15

「顔」1975年
53.0"×26.5" 紙本彩色

!佐久市文化事業団　　!82-3962
日・曜 会場 催 し 物 主 催 者 ・ 問 合 せ
11日" 大 佐久室内オーケストラ「名曲コンサート」

催し物の詳細につきましては、主催者までお問い合わせください。★大は大ホール、小は小ホール、全は全館です。

21日# 大 合唱・室内楽アンサンブル 長野県佐久創造館　　　!68-2811
27日$ 大 高橋竹童「津軽三味線コンサート」 佐久コンサート協会　　　!66-3922

■ ■

3/27: 4/24:

図書館 休館日 知
［休館日］毎週月曜日（祝日は開館）・特別図書整理期間・年末年始

毎月最終火曜日（館内整理のため）
［開館時間］火～日曜日 中央・臼田 午前9時30分～午後6時

浅科・望月 午前10時～午後6時

■お問い合わせ
!67-2111 !58-4321
!82-3932 !53-0230

コスモホール !佐久市文化事業団
（!82-3962）

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

3月3月

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

佐久室内オーケストラ「名曲コンサート」
日時 3 11 ! 3 会 場
指揮：原　博道 ／ 管弦楽：佐久室内オーケストラ／ソプラノ：原　晴子

ヘンデル「水上の音楽」より／ モーツァルト「フィガロの結婚」序曲 アリア
ベートーベン「運命」第1楽章 ／ スッペ「軽騎兵」序曲
マスカーニ「カバレリアルスティカーナ」間奏曲
プッチーニ「トゥーランドット」アリア ／ ビゼー「カルメン」第1組曲より

■入場料：大人1,500
高校生以下500

■チケット販売：
コスモホール・観光課・各支所経済建設課・
西友岩村田相生店
■お問い合わせ
!佐久市文化事業団
（コスモホール内　!82－3962）


